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■
相
談
内
容
■

　

携
帯
電
話
に
着
信
が

あ
っ
た
の
で
、
か
け
直
す

と
「
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に

登
録
し
料
金
を
滞
納
し
て

い
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
民
事
訴
訟
を
起
こ
す
」
と

い
う
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
。「
料
金
を
知
り

た
い
人
は
1
を
、
心
当
た
り
の
な
い
人
は
2
を
」
と

言
わ
れ
た
の
で
「
2
」
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
電
話
が

繋
が
り
、
い
き
な
り
名
前
を
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
、

先
方
の
名
前
を
尋
ね
た
ら
電
話
を
切
ら
れ
た
。
電
話

の
内
容
に
心
当
た
り
が
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　
非
通
知
や
見
知
ら
ぬ
電
話
番
号
に
出
た
り
、
か
け

直
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
訴
訟
を
起
こ
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
不
安
に
な
っ

て
も
、
決
し
て
金
銭
の
要
求
に
応
じ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　
他
に
も
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
使
っ
て
、
公
共
機

関
名
を
か
た
っ
た
り
、
給
付
金
な
ど
の
支
給
な
ど
と

い
っ
て
個
人
情
報
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
手
口
も
あ

り
ま
す
。
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
、
相
手
に
連

絡
せ
ず
、
早
め
に
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
8
2
3
ー
9
2
1
9

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日　
9
時
～
17
時

　
　
　
　
（
祝
日
を
除
く
）

　
場
所
◆
生
活
安
全
課
（
役
場
２
階
）

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
3
ー
6
1
1
1

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日　
9
時
～
17
時

　
　
　
　
（
祝
日
を
除
く
）

　
場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10
ー
52

　
　
　
　
（
県
庁
農
林
庁
舎
1
階
）

くらしの中の消費者トラブル
生活安全課　☎ 8 2 3 − 9 2 1 9

　　　　　　　　蕭 8 2 3 − 7 9 2 7

「音声ガイダンスを利用した架空請求に気をつけて」
（独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報第242号」より転載）

　　危険な業務に取り組み社会に貢献した功績が認め
られ、４月29日付で、渡邊庄士さんが「瑞宝双光章」
を、河本哲男さんが「瑞宝単光章」を受章されました。
　誠におめでとうございました。

受章おめでとうございます
「第26回危険業務従事者叙勲」受章

海
田
町
長

　西
田
祐
三

町
長
コ
ラ
ム

別
れ
と
出
会
い

　
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

3
月
に
は
町
内
各
学
校
・
保
育
所
の
卒

業
式
・
卒
園
式
、
4
月
に
は
入
学
式
・

入
園
式
と
別
れ
と
新
し
い
出
会
い
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
は
特
に
幸
保
育
所

の
閉
所
式
が
あ
り
、
関
連
行
事
を
含
め

参
加
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

在
園
児
か
ら
の
鍵
の
返
還
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
に

接
し
私
も
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
民
間
の
保
育
所
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
す
が
、
当
面
は
既
存
の
保
育
所
で

の
対
応
と
な
り
保
護
者
の
皆
様
や
在
園

児
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

な
り
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
保
育
所
の
整
備
が
完
了
し
た
際
に

は
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に
の
び
の
び

と
、
将
来
の
海
田
町
を
背
負
っ
て
立
つ
よ

う
に
育
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
4
月

に
海
田
町
で
は
5
名
の
職
員
を
新
規
採

用
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
は
皆
緊
張
し
た
面
持

ち
で
期
待
と
不
安
を
胸
に
抱
い
て
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
入
庁
か
ら
1
月

が
経
過
し
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
な
じ
み

は
じ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ど
の
年
代
の
職
員
に
も
言
え
る
こ
と

で
す
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
住
民

の
皆
様
の
声
を
受
け
と
め
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
全
力
で
海
田
町
の
未
来
を
考

え
る
こ
と
で
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
私
も
含
め
全
職
員
が

今
が
チ
ャ
ン
ス

　
（
C
H
A
N
C
E
）

夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
（
C
H
A
L
L
E
N
G
E
）

実
り
に
チ
ェ
ン
ジ

　
（
C
H
A
N
G
E
）

の
３
C
を
日
々
の
業
務
で
上
手
に
運
用

し
、
一
つ
に
集
中
し
全
力
で
物
事
に
取

り
組
む
と
い
う
意
味
と
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
を
命
が
け
で
守
る
と
い

う
意
味
を
持
っ
た
「
一
所
懸
命
」
を
目

標
に
掲
げ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　３月８日、海田町国際交流協会が公益財団法人ヒロ
シマ平和創造基金の「国際交流奨励賞」を受賞し、11
日、町長を表敬訪問しました。この賞は、国境を越え、
地道な国際交流や平和活動を続ける団体と個人に贈ら
れます。
　海田町国際交流協会の草の根的活動が、外国人との
良好な人間関係、安心して暮らせる環境づくりに繋
がっていると評価さ
れました。
　今後も、国際性豊
かな人材の育成、地
域独自の発展が期待
されます。

国境を越えた交流
海田町国際交流協会 国際交流奨励賞受賞

　４月７日から福祉センターのロビーでなかよし
実習所によるクッキーやマドレーヌなどの販売が
始まりました。毎週木曜日の12時30分から約１
時間程度行っていますので、ぜひお越しください。
　オープンの日には町長が訪問しました。おかげ
さまで、当日の商品は完売しました。
　今後も障がい
をお持ちの方々
にやさしいまち
づくりをすすめ
てまいります。

福祉センターでの物品販売
クッキーなどの販売所オープン

　３月30日に広島銀行海田支店、広島銀行海田東支
店、もみじ銀行海田支店、西京銀行海田支店と海田町
で高齢者等見守りネットワークの協定を結びました。
　この事業は、海田町内にある民間事業者が、高齢者
や何らかの支援が必要な人などを地域で見守る活動を
実施することにより、皆さんが安心して暮らすことの
できるまちづくりを推進することを目的としています。
　３銀行４支店の皆さん、暖かい見守りをお願いします。
　見守りの輪が町内全域に広がるよう、見守り活動に
協力いただける事業者を、引き続き募集しています。

　詳しくは長寿
保険課（☎823-
9609）、地域包
括支援センター

（☎821-3210）
まで問い合わせ
てください。

地域で一体となった見守り
高齢者等の見守りネットワークの協定締結

　瑞宝双光章（危険業務従事者叙勲防衛功労）
　渡邊 庄士　さん
　瑞宝単光章（危険業務従事者叙勲防衛功労）
　河本 哲男　さん

　３月22日にサンピア・アキで、広島安芸商工会
海田支所主催・海田町後援による「海田町まちづ
くりセミナー」が開催され、40人が参加しました。
　「先進事例に学ぶ、海田活性化の方程式 !! 地域
の宝探しと観光まちづくり」をテーマに、講師の
水津さんが、昨今の観光ニーズの変遷や共通点、
また人気観光地として成功している先進事例など
を紹介しながら、海田町の現状と課題を分析し海
田町にしかない魅力資源とは何かを考え、それら
を効果的に発信する手法を学びました。
　セミナー内容は、水津さんが事前に海田町を調
べた事柄に基づいて行われ、海田町に即した具体
的なものであり、会場の参加者は熱心に受講して
いました。
　参加者のそれぞ
れが、海田町の今
後のまちづくりに
ついて改めて考え
るきっかけとなり
ました。

海田町をより魅力的なまちへ
海田町まちづくりセミナー

５月は消費者月間です


